
 

   SDGs の実現に向けた公共交通の利⽤促進 
 〜公共交通の利⽤を通じて SDGs の実現に貢献〜 

 

 

 

 

 
Point①  みんなで⽀えよう︕守ろう︕公共交通 
⽬標 11 包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び⼈間居住を実現する  

 ◆TARGET11.2 として、「2030 年までに、脆弱な⽴場にある⼈々、⼥性、⼦ども、障
がい者及び⾼齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡⼤などを通じた交通の安
全性改善により、すべての⼈々に、安全かつ安価で容易に利⽤できる、持続可能な輸
送システムへのアクセスを提供する」ことが求められています。 

◆SDGs のターゲットの⼀つとして具体的に公共交通機関の拡⼤などに⾔及するもの
であり、SDGs の中で公共交通との関係で最も重要です。“持続的な公共交通システ
ム”にて「誰⼀⼈残さない」ことを念頭におきながら、マイカーを利⽤できない⾼齢
者などの移動⼿段をみんなで⽀え、守っていくためにも公共交通の利⽤が必要です。 

 

 
Point② 公共交通は地球に優しい︕ 
⽬標 13 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる  

 ◆マイカー利⽤はバスの約 2.5 倍
の CO2 を排出するため※、地球温
暖化対策の観点からも、過度なマ
イカー依存からの脱却による CO2
排出量の抑制が必要です。 

◆沖縄は島嶼県であることから海⾯
上昇やサンゴ礁の消失など地球温
暖化の影響を⾮常に受けやすく、
特に温暖化対策が重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
※出典︓温室効果ガスインベントリオフィス︓「⽇本の温室効果ガス排出量データ」、

国⼟交通省︓「⾃動⾞輸送統計」、「内航船舶輸送統計」、「鉄道輸送統計」より 

 

 
Point③ 公共交通は体に優しい︕ 
⽬標３ あらゆる年齢のすべての⼈々の健康的な⽣活を確保し、福祉を促進する  

 ◆マイカー通勤から、徒歩や⾃転⾞、または公共
交通機関に切りかえることで体重増加を抑え
られることが研究結果※から得られています。 

◆肥満や成⼈期の体重増加によりがん、⼼⾎管疾
患、糖尿病などの⽣活習慣病のリスクが⾼まる
ことを踏まえると、本結果より、公共交通の利
⽤は働く⼈の疾病予防にも寄与しうることが
⽰唆されています。 

◆エコ通勤を推進している企業では従業員の健
康増進⾯で⼀定の成果が上がっており、企業の
医療保険費⽤の削減などにもつながります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※5 年間の BMI の変化量より。出典︓国⽴研究開発法⼈ 国⽴国

際医療研究センター調査結果より 

 

 

沖縄県内では、通勤・通学など、⽇常の移動⼿段をマイカ
ーに依存する傾向が強く、朝⼣を中⼼に交通渋滞が発⽣して
います。⼀⽅、バスやモノレールなどの公共交通は、コロナ
禍により危機的な経営状況です。これにより公共交通が衰退
すれば、マイカーを持たない人々の交通へのアクセスを阻害
し、「誰ひとり取り残さない」という SDGs（持続可能な開発
目標）の理念に反する状況をもたらすこととなります。 

公共交通を利用することは、以下のとおり SDGs に掲げら
れている様々な目標の実現に貢献することになります。企業
や自治体、団体、学校、そして県民の皆さん、是非公共交通を
積極的に利用しましょう！ 



 

SDGs の実現を阻害する県内公共交通の危機的状況 
 

 

 
 

 

＜SDGs の実現に向けた県内公共交通の利⽤促進に向けて＞ 
 乗ってみよう❕誰もが１年に１回は公共交通を  
 ◆誰もが利⽤できる⾝近で便利な移動⼿段である

公共交通を将来も選択肢として残すため、みん
なで公共交通を⽀え、守っていきましょう。 

◆普段は公共交通を利⽤しない⼈も、誰もが１年
に１回は公共交通を利⽤してみましょう。そし
て意外と便利だということが分かったら、もっ
と利⽤しましょう。 

◆企業などは、公共交通に関する必要な情報を従
業員などに提供し、利⽤を促進しましょう。公
共交通に関する情報サイトも活⽤しましょう。 

 
 
 
 
◆便利な公共交通の HP はこちらまで 

 

 取り組もう❕公共交通などを利⽤したエコ通勤  
 ◆『エコ通勤』とは、クルマから、環境に優しい

エコな通勤⼿段に転換することです。渋滞解消
や公共交通の振興、社員の健康向上なども期待
される、持続的な社会につながる取組です。 

◆マイカー⼀辺倒での移動ではなく、公共交通利
⽤に加え、パーク＆ライド、相乗り通勤、⾃転
⾞での通勤など⼿段は様々です。 

◆県内企業でも、“通勤⼿当の全額⽀給”、“通勤⼿
当の優遇”、“時差出勤”など公共交通の利⽤促進
の⽀援が⾏われています。 

◆企業などでは、「エコ通勤優良事業者認証」の取
得を検討するなど、エコ通勤への取組をはじめ
ましょう。 

 
◆認証制度の詳細はこちらまで 
  
 

 

製作︓内閣府沖縄総合事務局運輸部企画室 TEL ０９８－８６６－１８１２ 
  

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

S6
0

6
1

6
2

6
3

H
元 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

R
元 2

ﾓﾉﾚｰﾙ輸送人員

バス輸送人員(沖縄本島)

自動車保有台数

H15.8.1

沖縄都市モノ
レール開業

輸送人員
（単位:千人）

保有台数
（単位:台）

▲32%

▲37%

▲45%

沖縄では、従来からの過度なマイカー依存に加え、コロナ禍により公共交通機関の輸送⼈員などが激減して
おり、危機的な経営状況です。公共交通事業者の経営状況が改善されず、路線廃⽌などにより公共交通がな
くなってしまえば、“おじー・おばー”をはじめ、マイカーを利⽤できない⼈々の移動が困難となり、SDGs
の⽬標 11 などの⽬標が達成できず、「誰⼀⼈取り残さない」という SDGs の理念にも反する状況に陥りま
す。また、CO2 排出量の増加により、地球環境にも悪影響を及ぼすことになります。 

【（公財）交通エコロジー・モビリティ財団）】 
http://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/e
commuters_top.html 

【国土交通省総合政策局地域交通課】 
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_
transport_tk_000073.html 

【のりもの NAVI Okinawa】 
 本島路線バス＆ゆいレール総合案内システム 

https://www.busnavi-okinawa.com/top 
【バスマップ沖縄】 
県内の公共交通情報（マップ・時刻表） 
http://www.kotsu-okinawa.org/ 

モノレール＋

バスの輸送人

員がコロナ禍

で激減 


